


































































































































































































































































自 宅 を 訪 問 し た。
宮 田 氏 は 昭 和 ２
（1927）年生まれで、
すでに80歳を超え
ていらっしゃるが、
矍鑠としたご様子
で当時の思い出を
話してくださった。
　聞き取り調査の
内容は以下の通りである。
① 昭和20年前後の小浜第一保育園
　宮田氏は、昭和20（1945）年４月から学徒動員
という形で、女学校に籍を置きながら戦時保育所
に勤めていた。当時は幼稚園園長、幼稚園職員4名、
保育所長（本境寺住職）がおり、宮田氏ともう一
人の学徒動員の女子学生（５月、小学校教員養成
所に入学するため退職）は、幼稚園職員の手伝い
のような仕事をしていた。幼稚園と保育所の区別
はなく、年齢別に分けて保育しており、全体が戦
時保育所だったと記憶しているそうである。
　戦前は幼稚園で、２年保育と１年保育があり、
２年保育は裕福な家庭の子どもが通っていた。１
年保育は小学校に行く前の１年だけで、普通の家
庭の子どもが通っていた。戦時中はそれを解体し
て、保護者のために２年、３年保育が主流となった。
　戦時中、B29が来て警戒警報が鳴ると、お迎え
に来てもらえない子どもたちを守るために、本堂
の下に保育所の畳を持ち込んで、机でガードし、
子どもたちを押しこんで、お迎えが来るまで避難
していたとのことであった。
　終戦直後、幼稚園の職員のうち年配だった３名
は退職し、園
長も辞めて、
終戦とともに
戦時保育所は
小浜第二保育
所になった。
所長はそのま
ま本境寺の住
職が就いた。
宮田氏は、県
　園長の話では、市役所にも問い合わせたが、当
時の資料はほとんど残っておらず、この「施設の
沿革」の裏付けとなる資料はないということであっ
た。しかし、園長の実母である宮田玉子氏が、昭
和20（1945）年に保育所に就職し、その後も小浜
市で保育士及び指導主事等を歴任し、小浜第一保
育園の園長でもあったので、何か手掛かりとなる
ことが分かるかもしれないということを聴取した。
　園長自身も本境寺にあった保育所に園児として
通園していたということで、明治24（1891）年か
ら昭和59（1984）年に現在の川崎一丁目に園舎が
移転するまで、名称は何度も替わりながらも、一
世紀近く、園は同じ場所（本境寺）にあったとい
うことを確認した。
（4）宮田玉子氏への聞き取り調査
　平成23（2011）年12月23日、小浜第一保育園長
大岸和恵氏とともに本境寺近くの宮田玉子氏の
〔写真3 〕宮田玉子氏
〔写真４〕本境寺本堂の下。戦時中、この
中に子どもたちを避難させた。
〔表２〕　小浜第一保育園「施設の沿革」
 施設の沿革 
明治 20年11月　小浜町に保育所設置の端を開く
　　 21年 5月　私立保育所開設
　　 22年 6月　東西両小学校付属保育所として認可
　　 22年 7月　小浜町立に移管
　　 24年 4月　東西両小学校合併
　　　　　　　 小学校保育料として本境寺に仮園を開く
　　 34年 2月　小浜尋常高等付属幼稚園と改称
　　 36年 5月　町立小浜幼稚園と改称
　　 43年 6月　本境寺横に園舎改築
昭和 5 年 6月　保育室および玄関改築
　　 19年 4月　保育所併設
　　 20年 4月　小浜町立第二保育所と改称
　　 25年 4月　地理的関係により第三保育所と改称
　　 25年 7月　調理室新築
　　 26年 4月　市政実施により市立となる
　　 43年 5月　改築　木造面積464㎡
　　 48年 3月　一部屋増築
　　 52年 4月　地理的関係により小浜第一保育所と改称
　　 59年 4月　老朽化に伴い川崎一丁目に移転
　　　　　　　　小浜第一保育園と改称
※小浜第一保育園所蔵
※明治24年の「小学校保育料」は、「小学校保育科」の誤植
であると思われる。
※明治34年の「小浜尋常高等付属幼稚園」は、「小浜尋常高
等小学校付属幼稚園」であると思われる。
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　小浜町立保育所の名称は地理的状況と関連が
深い。終戦直後、西津地区の保育所が第一保育
所、本境寺の保育所が第二保育所だったが、昭和
25（1950）年に雲浜地区に保育所が開設されて第
二保育所となったことで、本境寺の保育所は第三
保育所と改称された。昭和26（1951）年には市政
実施により小浜市立第三保育所となり、昭和52
（1077）年には、第一保育所が西津保育所、第二
保育所が雲浜保育所に改称されたことに伴い、本
境寺の保育所は小浜第一保育所と改称された。そ
して、昭和59（1984）年に現在の川崎一丁目に移
転し、名称も現在の小浜第一保育園となった。
　昭和59（1984）年には小浜幼稚園も同じ川崎一
丁目に移転し、「同じ幼児教育を受けさせてやり
たい」という当時の市長の方針で、幼稚園と保育
所が同じ地に並び立ったということである。そし
て、平成25（2013）年度から、小浜第一保育園・
小浜第二保育園と小浜幼稚園が一体化し、認定こ
ども園となる予定である。
４　おわりに（まとめ・今後の課題）
　明治21（1888）年に福井県の保育施設の嚆矢と
して小浜町に誕生した私設の幼兒保育所は、小濱
尋常高等小學校附属保育科から小濱尋常高等小學
校附属幼稚園、町立小濱幼稚園になり、戦時中に
は保育所を併設し、戦後は、小浜町立第二保育所、
第三保育所、小浜市立第三保育所、第一保育所、
第一保育園と、時代の流れの中で何度も名称を替
え、体制を変えながらも、子どものための保育施
設として、現在まで一世紀以上連綿と流れをつな
いできた。そして、平成25（2013）年度から、認
定こども園として再出発（re-start）しようとして
いる。この事実を明らかにすることができたとい
うことが、本研究の大きな成果として挙げられる。
　しかし、今回は、客観的な資料を基に小濱尋常
高等小學校附属保育科の沿革を検証することがで
きなかった。今後、福井県学事年報や福井県統計
書等の信憑性の高い資料を基に、今回明らかに
なった小濱尋常高等小學校附属保育科の沿革を確
認していきたい。
　また、「福井県における戦前の保育の動向」と
に研修に行って保母の資格を取り、そのまま保育
所で働いた。
　小浜第一保育園「施設の沿革」では、昭和20
（1945）年４月に「小浜町立第二保育所と改称」と
記述されているが、記憶は定かではなく、採用の
辞令があれば、赴任したのが戦時保育所であった
のか小浜第二保育所であったのかの確認ができる
が、辞令をもらったかどうかの記憶もないとのこ
とであった。戦時中はいろいろなことがややこし
かったということで、辞令もなかったかもしれな
いそうである。あるいは、小浜町立第二保育所が
戦時保育所だったという可能性もある。推測の域
を出ないが、同じ園舎に小浜幼稚園と小浜町立第
二保育所があり、園長と所長がおり、職員もそれ
ぞれに所属しているが、一つの園として一緒に保
育を行っていたとすれば、現在の幼保一体化施設
と同じような形であったのかもしれない。さらに
言えば、その一体となった施設を「戦時保育所」
と呼んでいたのかもしれない。
② 戦後の小浜第一保育園
　戦後は、保育所の定員以上に子どもが多く、保
育所で預かることができない「保育に欠けない子」
のために、公会堂（現在のふれあいセンター）の
場所に私立の託児所が作られた。それが昭和43年
開設の小浜幼稚園につながっているのではないか
ということであった。さらに、本境寺の境内にあ
る小さなお堂を借りて、その中で未満児の保育も
行っていた。
〔写真5 〕未満児を保育していたお堂
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松川恵子・増田　翼　　福井県における戦前の保育の動向について⑴　－小濱尋常高等小學校附属保育科の沿革－
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＜付記＞
　本研究は、平成23年度仁愛女子短期大学共同研究「戦前
の福井県における幼児教育・初等教育の動向について」（研
究代表者：増田翼）における研究成果の一部である。
いう点では、まだ一園の沿革を捉えたにすぎない。
「〔表１〕福井県における戦前の保育施設の状況」
の全ての園についての沿革を明らかにすることは
困難であるかもしれないが、今後も一園一園明ら
かにしていき、縦軸と横軸を紡ぐように福井県に
おける戦前の保育施設の状況をより重層的に捉え
ることができるよう、調査を進めていきたい。
＜注＞
１）福井県教育史研究室編『福井県教育百年史』
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２）『小濱小學校沿革誌』（明治34年５月）一頁
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